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検証　ノルマントン号事件
序論
　
英貨物船ノルマントン号の難破
いまや明治は遠い世界になりつつある。これから語るはなしは、百二十年ほどまえ
―
治外法権下の日本で起ったある海難事件についてである。
海難とは、航海ちゅうに起こる船や積荷などの危難と事故の意である。が、積荷といっしょに大勢の乗客が、船と運命をともにしたとなると、ゆゆしい一大事件である。
この種の事件は、いつの時代、いずこの国でもよくあることだが、船長ほかが助かり、乗客の全員が死亡したとなると、船長は人命を尊重し、
乗客の脱出を優先させたかどうかが問題にされて当然であった。
日本人乗客を遺棄したのは、 ぎのような船であった。
英国の貨物船ノルマントン号……
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（
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（明治
八八二年
イギリスタイン河岸のスコッツウードで建造。スクーナー船（二本マストの機帆船
（。一五三三トン。ロ
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日本人乗客二十五名
　
溺死の謎
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領事裁判におけるあいまいな証言
一
　
沈没地点はどこか
　　
むすび
（2）099
（ 『
英船ノルマントン号沈没事件
　　　　
　
審判始末』
（。
横浜を出港したのは、 『内外新報』 （一〇・三〇付（によると、十月二十三日の午後三時ごろとのことであり、はじめおだやかな航海がつづいた。
しかし、二十四日の朝になると、雨がふりだし、午後から夜にかけて風浪が高くなった。午後、七時十五分ごろ、船は紀州大島の灯台（樫
かし
野の
灯台
か（からさほど遠からぬ所 至った。このとき上帆を捲
ま
くためにマストのうえにいた水夫は、 「前方に陸
ランド
地
！」 、と叫んだ。
ついで「右舷に
岩がん
礁しょう
（海にかくれている岩
（
！」 、とさけぶや、ノルマントン号は、船腹を岩に打ちつけ、そのまゝ岩のうえを通過した。その
ため船は船腹 船尾まで、裂き割られたようなかっこうになった。
船長や乗組員は、この不時の出来事に大いにおどろき、船体の補修につとめたが、さいしょに艫
とも
（船尾（の下部なる船
ふな
倉ぐら
より海水が侵入しはじ
ンドンのミルボルン商会の持船。船長はジョン・ウィリアム・ドレーク。
同船は、明治十九年（一八八六（夏に日本に渡航し、内海（うちうみ（を往復していた。が、
秋十月よりニューヨークに送る製茶・雑貨を、神戸および諸港でつみ込むことになっていた（ 『
英船ノルマントン号沈没事件
　　　　
　
審判始末』船井弘文堂梓、明治
19・
12（。
『ザ・ジャパン・ウィークリ・メイル』紙（一八八六・一〇・一六付
（
の「最近の船舶
―
到着」によると、ノルマントン号は、十月十三日に横浜に入港し、十月二十三日に神戸にむけて出港している（同紙、一〇・三〇付（
。
ノルマントン号の乗組員は、船長ドレーク以下三十九名。また同船の船客は、日本人二十五
名であった。日本人は
a アレィウェイlleyw
ay （甲板の上にある低いマストの下の空室
―
一方は機関室と
へだてられ、一方はふなべりをなしている。本来、船客を入れ ところではない（に入れられた。
かれらはこの空室で寝食をなし、あるいは甲板のうえにむしろを敷いて起臥したという
ノルマントン号の横浜抜錨の図
『英国汽船　諾曼頓号裁判録』（明治20・11）より。
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め、船はみるみる沈没する様相を呈した。船長は直ちにボートをおろすことを命じ、みずから身の回り品（この中には会計帳簿がふくまれていた（を手早くまとめ と、ボートに乗り移った。
甲板のうえに群がりあつまっていた乗組員（インド人、ドイツ人、マルタ人、アメリカ人、イギリス人、中国人から成る（も、急ぎボートに乗
りうつり、また乗りおくれた西洋人四名は、のちに洋上をただよっていたところを通りがかった熊野の漁船に救助された
（１（
。船とともに水没した者
は、乗組員三名（水夫長・火夫ら（と日本人乗客二十五名であった。
ノルマントン号乗組員の証言によると、船が岩礁と接触し、沈没するまで、五〇分から一時間、ないしは一時間二十分
（２（ほどの時間の余裕があっ
た。が、日本人は一人も助からなかった。なぜか。乗組員のなかに日本語のわかるものが一人もおらず、日本人にボートに乗り移れ、と英語でいってみても ひとりもいうことがわからなかったという。つまり双方言語不通 な で起った悲劇が、この沈没事件であった。
この年の半ば
―
五月から日本政府は、外務大臣・井上馨
こわし
（一八四四～九五、明治期の官僚（の主導のもとに、各国公使と条約改正交渉が進行
ちゅうであり、こうしたさなかにノルマントン事件がおこり、その交渉の行くえにも暗い影をあたえ 。
事件発生後、船長および乗組員の行為が、わが国の国民をはげしくいきどおらせ、新聞・雑誌がさかんに遭難について書きたてたばかりか、立
会演説会や法律会がひらかれ、また流行歌や芝居、人形芝居
（３（までつくられた。さらに事件の内容を伝える本までが急きょ刊行され、大きな社会問
題として国民に伝わった。船長は日本人の処置をめぐって、海事審判（領事裁判（によって、その当否を審問されたのであるが、審査や判決は、当をえたものであったのか。船長および乗組員の証言は、真実 つたえ ものであったのか。事件の真相とは何であっ か。いろいろ疑問の余地があった。
こんにちノルマントン事件の実相に迫ることは、ほとんど不可能であるが、後代のわれわれは、いまに残る文献資料により、事件を再吟味する
ことによって、真実の片りんをみつけ、多少新
しん
粧そう
をこらすことができるかも知れない。
一
　
日本人乗客二十五名
　
溺死の謎
問題の船ノルマントン号は、 『ザ・ジャパン・ウィークリ・メール』紙（一八八六・一〇・一六付
（
の「最近の船舶
―
到着」によると、アダ
ムソン、ベル会社（
A
dam
son,B
ell&
C
o （の持船とあるが、正しくはミルボルン商会が正しいようである
（４（
。ノルマントン号の積荷は
―
（4）097
ニューヨーク行の製茶…………三一四トン上海行の海産物および雑貨 六三
ママ七〇トン
神戸行雑貨………………………一四箱乳牛…………… 二頭
注・青山孫一郎編輯『紀伊の海
うみ
底そこ
の水
み
屑くず―
一名ノルマントン号遭難実記』 （発兌元
　
良明堂、信文堂、明治
19・
11（、三頁。
であり、ほかに日本人の乗客二十五名が乗っていた。
日本政府がこのイギリス船が沈没したことを知るのは、事件後四日たった十月二十八日のことであった。松本
　
鼎かなえ
・和歌山県知事は、外相井上
に宛てて、つぎのような電報を打った（明治
19・
10・
28―
午後
12・
45分（
。
去さ
ル廿五日朝
　
潮しお
ノ岬
みさき
（和歌山県西
にし
牟む
婁ろ
郡串
くし
本もと
町―
本州最南端の岬（近海ニテ
　
英国船ノ
（ノルマントン
（
ヲマントン号難破ニ罹
かか
リ
　
沈没乗組員ノ内
うち
　
船長ブレッキ
外ほか
十三名ハ
　
串くし
本もと
浦うら
（潮岬半島の基部と対岸の大島との間にある浜べ（二十三名ハ
　
須す
江え
浦うら
ヘ漂着救助中ナリ
　
委い
細さい
跡あと
ヨリ上
じょう
申しん
ス
なお注として、電文内容をイギリス公使に伝えて欲しい、とある。
数日をへて、外相井上のもとに遭難の続報 届いたが、英語に通じた者がすくなく、詳報とはいいが いものであった。それを意訳すると、つ
ぎのような内容であった。
―
イギリス商船ノルマントン号が難破しました。概略は、先にお知らせした通りです。漂着の地は、へんぴな所にあり、じゅうぶん英語に通じた者も
おらず、いろいろ聞きちがいが生じました。
県の役人を派遣しましたが、漂着人ら（乗組員たち（は、沈没船
ママ
引揚げのため、串
くし
本もと
浦うら―
田た
辺なべ―
須す
江え
浦うら
より神戸へむかいました。ただし、船長ほ
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か二名は、陸路神戸へ。溺死した乗客については、調査がむずかしく、万事郡長にまかせ、役人は帰庁しました（明治
19・
11・１（
。
一方、邦字新聞のうちで、逸早くノルマントン号の遭難事件のことを報じたのは、 『
神こう
戸べ
又ゆう
新しん
日にっ
報ぽう
』であり、沈没から五日ほど経た十月二十九
日に第一報を掲げた。ノルマントン号は、土曜日（二十三日
（
に横浜を出帆後、 「紀州大島沖に到り、
不ふ
図と
、暗礁に乗り
揚あ
げ、直ちに沈没し、乗
組員のうち十四名程
ほど
漸ようや
くにして無難に上陸し、其
その
他た
は
悉
ことごとく
皆みな
魚ぎょ
腹ふく
に葬
ほおむ
らるることと成
なり
たりと（水死した意（
」という。
文中にある十四名とは、二十五日の朝に串本浦に漂着したドレーク船長たちのことである。関東で、もっとも早くこの事件を報じたのは、 『内
外新報』と『時事新報』であった。前者は、
ノルマントン紀州沖に難破　
英人船長
　
洋よう
人じん
乗客と共
とも
に逃
のが
れ
　　
日本人二十五名
　
悉ことごと
く取
とり
残のこ
されて溺
でき
死し
といった見出しのもとに、四段ほどの記事を掲げた。後者の『時事新報』の記事 電報記事（ 「神戸十月廿八日特発」
（であり、乗組員十四名だ
けが助かり、あとはみな溺死した、と じている。未見
日本人乗客二十五名は、船内のどこにいて、火急のばあい、どのような反応を示し、どのような行動をとったのであろうか。ノルマントン号は、純然たる貨物
船
（５（（英・
c カー ゴウargob ボー トoat または
f フレイターreighter （
であった。本来、乗客をたくさん乗せるような船ではなかった。甲板
上に船員の部屋はあっても、客室はなかった。日本人はアレィウェイ（狭路
―
細い通路の意（をあたえられ、そこを居所となした
（６（
。筆者の理解
では、それは船
ホウルド
倉（
hold （のようなものではなかったか。
熊本県士族・福島喜一郎は、同年十月十一日の午後二時に神戸よりノルマントン号に乗り 十三日の明け方に横浜 入港 。かれはじぶんが
入れられたアレィウェイについて体験談をのこしているが、それによって日本人犠牲者が入れられ 所がどんな所であったのか想像できる。
（6）095
19・
11・
20付（
。
アレィウェイは、日本人乗客の〝
死し
処しょ
〟 （死んだ場所
（
とも考えられるので、もうすこし説明を要する。アレィウェイは船内に二ヵ所あった。
その位置は、左舷と右舷に各ひとつ、計二つであった。前
ぜん
檣しょう
（フォアマスト（がある甲板の下にあった。
アレィウェイ、別のいい方をすれば、船倉であるが、その大きさは、
広さ……十四英
フィート
尺＝約四、三メートル
長さ……四十英尺＝約一二メートル
であった（一等士官
　
ジョン・レイノルズの証言（
。
八段のはしごが付いており、乗客はそれを利用した。事件の夜
―
水夫長のウィリヤム・ウェールズは、夜の五時か六時ごろ、油をいっぱい入
―
上甲板の一方に、まわり六尺（約二・四メートル
（
ほどの入口があり、そこに船倉におりるための鉄の
階段がついていた。そこは石炭または雑貨を入れておく
庫くら
であった。乗客は船倉の石炭や荷のうえに、板や
むしろを敷いてすわった。船が出港すると、入口は厚さ五寸（約一五センチ（ほどの板四枚でふさがれた。
窓はないし、空気の流通や明りもなく、暗黒の世界であった。板を一枚はずすことはあったが、それでも
暗かった。ときどき船員が手ランプを手にし、荷物を改めにきた。雨がふると、入口をさらにシートで
覆おお
っ
た。そのため船倉の暗さは、さらにました。乗客の めに、日本人の
賄
まかない
方かた
がいたが、かれはときどき船員の
許可をえて甲板に出た。室内 荷を積み入れておく所であるから、トイレもなく、やむなく船倉のすみで用をたすしかなかっ 。
船員のなかには、日本語に通じた外国人もいて、賄方と日本語や英語をもって会話をしているのを見たこ
とがある。ノルマントン号が沈没したのは、このあとの航海に いて った（ 「雑報」 『時事新報』明治
アレィウェイ（船倉）内の日本人乗客の想像図。
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れたランプを、乗客が居住する場所の中央にかけた。日本人はたいていランプの下にあつまっていた。右舷の船倉には男女が入っており、そこに婦人と数名
ママ
の子どもをみた。おそらく二十五名の乗客は、両舷の船倉に分散して入れられていたものであろう。
九ノット半（時速約一八キロ（の速度で進んでいたノルマントン号は、いったいどこで沈没したのか。船長以下水夫らも、その正確な位置を明らかにすることができなかった。しかし、事件後、調査団は紀伊半島南岸
―
和歌山県
東ひがし
牟む
婁ろ
郡ぐん
那や
智ち
勝かつ
浦うら
（いまは保養・水産業［カツオ、マグロ］の町（の漁師二人から、妙な話を聞き込んだ。
―
沖合いの海面に油のようなものが浮び出ている。
海の色も異なり、臭気もある。
両人は、おそらくここが沈没の場所だろう、という。和歌山県の警部もおなじことをいうので 調査団は十一月二十一日勝浦沖の油のうかぶ地
点にむかった。
問題の場所の方位を測量器によって求めると、つぎのような結果が た。
樫かし
野の
崎ざき
灯台より西
せい
南なん
二分
南寺
てら
島じま
（またの名
―
山やま
成なり
島じま
（より西
にし
微び
北ほく
二分の一
北きた
角度
　
六九度三二分三〇秒
東経一三三度三七分寺島を距
へだた
ること一英
マイル
里四分の一
勝浦を距ること二英里（約三キロ（

注・ 『
英船ノルマントン号沈没事件
　　　　
　
審判始末』 、九三頁。
船長ドレーク以下の者は、ノルマントン号と日本人乗客を見すて 陸地をめざしてボートをこぎつづけ、翌二十五日の午前八時ごろ、紀州東牟
婁郡串
くし
本もと
浦（はま（に漂着した。それより門前に日章旗をかかげた役場を目ざした。
（8）093
十月二十七日、役場において船長は、私立田
た
辺なべ
英語学校
（７（（和歌山県田辺町（の教師・武田圓
えん
吉きち
を通訳として、尋問をうけた。その一部を意訳すると、つぎのようになる。
問
　
乗組員は何人ですか。
答
　
三十九人です。その中に中国人が三人います。
問
　
ほかに乗客はいませんか。
答
　
日本人が二 二
ママ、三名おります。しかし、わたしはその正確な数を知りません。
問
　
遭難したのは、どのあたりであり、また何時ごろのことですか。
ここで船長は、つぎのように証言している。
答
　
 （十月
（
二十四日の夜八時ごろ、潮
岬ママ
の
暗礁にふれ沈没しました
00000000000
。灯台はありましたが、風
雨や闇夜のため、遭難場所を確認できません。
注・ 「明治十九年十月廿七日
　
西にし
牟む
婁ろ
郡ぐん
役所ニ於テ
　
英国遭難船々ゼーダブルユル、ドレークト
問答
　
通訳
　
田辺英学校教師
　
武田圓吉」

『
自
　
明治十八
　
困難船及漂民救助雑件
至
　 　
廿一
　 　　
英国之部
　　
　
第八巻』所収。外務省外交史料館蔵。
また和歌山県知事・松本鼎が外相井上に宛てて出した報告書「英国商船遭難之始末
　
汽船ノル
マントン」 （明治
19・
11・５付
（
に、船長の証言として、沈没の原因・遭難場所・沈没時間が、
つぎのようにある。それを意訳すると、
―
ドレーク船長
『郵便報知』（明治19・20）より。沈没寸前のノルマントン号と退去する船長のボートの図。
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原因…………暴風雨のため、海ははげしく荒れ狂った。汽缶（ボイラー（が破裂し、火が出た。遭難地点 四日市沖より和歌山県紀伊国東牟婁郡樫野崎灯台に至るあいだ。
注・これは『神戸又新日報』 （
10・
31付（の記事によったもの。
沈没時間……明治十九年十月二十四日午後八時。
遭難地点は、あいまいな表現になっているが、本文においてはくわしく報告している。同地点は、先にのべた〝油が浮いている海面〟を指して
いる。
　―
すなわち、東牟婁郡勝浦村
　
山成島を隔てること、二、三十町（約二、三キロ
（。方位は東南。油は三、四丁（約三、四百メートル
（
四方にわた
って浮動している。船体は深さ五十尋
ひろ
（約九〇メートル（の海底に沈んでいるもよう。
船長らは陸路神戸に行きたい旨を懇願するので、紀伊大島（串本浦（に漂着した十四名（うち三名は中国人（と須江浦に漂着した二十二名の二
派にわけられた。船長ほか二名は、先発として郡書記と警官にともなわれ、陸路神戸を目ざした。
十月二十六日……午後、田
た
辺なべ
（現・和歌山県田辺市（を発し、和歌山市にむかった。同所より汽船にのった。
二十九日…………大阪着。汽車にて神戸へむかった。同日の午前、神戸港に到着。船長以下、神戸警察署に引き渡された。
一
　
領事裁判におけるあいまいな証言
明治十九年十一月一日
―
ノルマントン号の難破の原因および乗組員の行為を審問するために、 神戸のイギリス領事館において海事審判（
N
aval
C
ourtofInquiry （がひらかれた。
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向は、同日の午後六時までは、西南西。速力は九ノット半。午後六時以降、南西の方向。
午後七時すこしまえから、雨がはげしくなったので、船員の一人に、第二帆をおろすようにいった。同帆をおろすと同時に、船の左舷に「陸
ランド
地あり」 、
との報告をえた。船は陸地にひじょうに接近していたので、船首を北に転じさせたが、回転のさいに船体を岩礁に打ちつけ、その上を通過した。船体を調べさせたところ 損所 すべて右舷にあった。機関室と船底に海水が入ってきた。じぶんはこ ときすでにボートをおろすよう命じていた。
肝心な点は、船長や船員らが、日本人乗客をどのように扱ったかということである。換言すれば、救助に尽力したかどうかということである。
この点についての船長の証言は
―
問
　
 船客をボートに移すにあたって、いかなる努力をしましたか。
答
　
 船がまさに沈まんとしていることを告げ、ボートに移そうとしました。が、かれらは身の回りの品（
effects （
を手放すことをこばみ、一ヵ所にか
裁判長および陪席判事らは、つぎの人々であった。
裁判長………英領事ジェームズ・トループ陪席判事… トラバンコー号船長ジェームズ・ローーガン　　　　　　
クレモーア号船長ウィリアム・アンドリュ・ガーランド
船長ドレークは、宣誓をおこなったのち、裁判長の訊問に答えた。その大要は左記のような
ものである。
　―
十月二十三日午後六
時ママ
半に横浜を出帆。翌二十四日の午前六時四十分ごろ、御前崎（静岡
県中南部
―
駿河湾をへだてて
石い
廊ろう
崎と対する岬
（
の灯台から十四
英マイル
里
の沖を航行した。船の方
領事裁判の図
『ノルマントン号事件　　　　日本大勝利』（明治19・12）より。
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たまっていました。
　　　　
（中略（
問
　
 乗組員が本船をはなれるまえに、船客をボートに乗せる努力をしましたか。
答
　
 しました。みずから船客がいるところに行きました。皆んなすわっておりました。かれらが置かれている立場を説明し、ボートに乗り移るよういいま たが、聞き入れてもらえず、一ヵ所 かた っていました。
船が沈むまでの時間に関しての陳述は一定せず、あいまいである。二等航海士ロバート・ニューマン・ウッドは、つぎのように証言している。
問
　
 船が岩礁に当ってから、どのくらい浮いてい したか。
答
　
 三〇分か四〇分ほどです。
つぎにひく陳述は、水
ボースン
夫長ウィリアム・ウェールズのものである。かれはもとイギリス海軍の上等
水夫であったが、病気のため海軍を辞し、破船するまでノルマントン号に約四ヵ月勤務した。同人はさいごに船を去った者である。その証言はきわめて重要である。
―
船客は食物を持参していました。船に酔う者をみませんでした。 （出帆後
（
船客の中には、例のア
レィウェイを出て、甲板の穴（
倉ハッチ
口
のことか
（
のうえにすわっている者もいました。侵水は船尾のほう
からはじまりましたが 船長は日本人船客をアレィウェイから出し、船橋にあげ、それよりボートに移乗させるつもりであっ ようです。アレィウェイの上に低橋があり、そこにボートが四隻ありました（ちなみにノルマントン号のボートの数は七隻
（８（（。
沈みつつあるノルマントン号の図
『英国汽船　諾曼頓号裁判録』（明治20・11）より。
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船尾の庫
くら
にますます海水が入るようになり、積荷の茶箱が上のほうに浮き上るようになるや、船長や乗組員は乗客に手まねで沈没の危険を知ら
せようとしたが、意はいっこうに通じず、けっきょく日本人は従
しょう
容よう
として死についたものと考えられた。乗客はみな船の異常に気づいていたが、
まさか沈む は思わなかったものか。日本人はその生命よりもじぶんの荷物のほうに多くの関心があり、一同アレィウェイ内の一ヵ所にかたまっていた。中には悠長にかまえ、タバコを吸ったり 本をよんでいる者もいたという。 （ 「ノルマントン乗組員の実話」 『時事新報』明治
19・
11・
20（。
神戸のイギリス領事館における海事審判において、事実の審判がおわると、いったん閉廷した。その後、裁判長および陪席判事らは会議をなし、
十一月五日ふたたび法廷をひらき、裁判長は左記の判決文（ っさいは事件の概要のようなもの（をよみあげた。
その大要は、
―
横浜を出帆してからの針路および航行のようす。遭難に至る経緯。ボートに乗り移ることをこばんだ日本人の旅客のこと。錯
乱し、死にいたったインド人水夫らの救出に尽力した 白人 乗組員への賞賛。免状を失った船長以下士官らに、免状を返し、または再交付する旨を伝えた。
裁判官はさいごに、船長および乗組員が漂着したさいに、地方官吏から受けた親切に謝意を表することを望み、また法律の定めるところの裁判
費用一三六ドル八〇セントを支払うよう命じた。
判決内容は、船長や乗組員 陳述を大むね是認したものであり、ノルマントン号側の過失をみとめたものではなかった。十一月八日
―
井上外相は、内海兵庫県知事に打電し、ノルマントン号に乗っていた日本人の消息を調査するよう依頼した。すなわち、同船沈
没のてん末、日本人が死亡した理由、議論になったとき、証拠となるものの発見に尽力するよう要望した。 （ 「ノルマントン」号乗船日本人ノ消息調査ノ件（
。
二日後の十一月十日、井上はふたたび内海に打電し、裁判 判決文（英文（を至急郵送するよう依頼した。各新聞社、論客、志士らは、神戸における海事裁判の判決をかたずをのんで待ってい が、その内容が明らかになると、その不当な を責め、
以後日本国民はノルマントン号事件に狂
きょう
奔ほん
することになる。
十一月十二日
―
兵庫県知事内海忠勝は、日本政府の内訓をうけ、船長ドレークを殺人罪をもって提訴し、代言人（弁護士（クレー氏 命じ、
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夜十一時イギリス領事トループに告発状を渡した。
内海兵庫県知事が訴えでたのは、みずからの意志によったわけでなく、この事件は　　
山県有
ありとも
朋
　
内務大臣
　　
榎本武
たけあき
揚
　
逓信大臣
ら二名が原告となって提訴したものであり、内海知事は単に訓令をうけたにすぎない。
つぎに引く文章は、訴訟をおこしたことを総理大臣伊藤博文へ報告したものである。原文を意訳すると、つぎのようになる。
秘（赤の墨書
（
号外（秘報告の意
―
引用者（
ことしの十月二十四日に、イギリス商船ノルマントン号が、紀州沖において難船沈没したとき、同号の船長はその職務を果さず、日本人乗客二十五名
は溺死しました。この件につき船長を被告として求刑することに決しました。
昨十一月十二日午後三時
―
内務大臣と連署のうえ、別紙甲号写しの通り、英文によって、兵庫県知事に電令いたしました。電乙号の写しの通り、英
国領事は訴状を受理 旨、本日返電がありましたことをご報告いたします。
　　　
明治十九年十一月十三日
　
逓信大臣
　
榎本武揚
　
印
　　
内閣総理大臣
　
伯爵
　
伊藤博文殿
注・この史料は「公文
類るい
聚じゅ
第十編
　
明治十九年
巻之四十」 （
和文の書類つづり
（
に収録されている。国立公文書館蔵。なお〝類聚〟とは、おなじ部類の
ものをあつめたものの意。
内海知事宛の訓令の大要は、
―
代言人クレー氏に命じ、ノルマントン号の船長を、二十五名の日本人乗客を死亡させたかどで、イギリス領事
館に求刑し、かつ士官以下水夫を証人として呼び出すよう要請して欲しい、というものであった。
また『郵便報知新聞』は、さっそく「
兵庫県知事ノルマントン号4
船長
に4
対
し4
殺人罪
の4
告訴
を4
起
す4
」といった「号外」 （明治
19・
11・
13（
を出し
た。
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予備審問は、法廷弁護人ラウダーが、日本政府の代理として告発状を朗読することからはじまり、ついで船長以下もと乗組員らの陳述がおこな
われた。ラウダーは、船長としてのドレークの職務怠慢を問題にし、過失怠慢により乗客を死なせたと責めた。
十九日、 審はおわり、被告人ドレークは公判に付される旨いい渡され、保釈金四千円（二人の保証人が各二千円出したもの
（９（
（で釈放された。
やがて審問の舞台は、神戸から横浜に移り、明治十九年十二月七日午前九時
―
横浜のイギリス領事館において公判廷（ 「神奈川県日本法院」
（
がひらかれた。
裁判長…………ジョン・ハーネン書記二名　　
ケネー
十一月十六日
―
午前十時予備審問が、神戸イギリス領事館でひらかれた。
裁
（予備審問判事（
判長……………英領事ジェームズ・トループ
日本側代理人　
法廷弁護人……ラウダー
　　 　　　　　
増島二郎
　
書記……………『兵庫ニュース』記者クレー
　
管船局長 塚
　
周造
　
同局雇人
　　　
マグナブ
　　 　 　 　
スクエア
横浜における裁判の図
『英国汽船　諾曼頓号裁判録』（明治20・11）より。
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モッス
検察官…………ヘンリー・チャールズ・リッチフィールド（法廷弁護人（同補助員… ラウダー（法廷弁護人（被告弁護人… ロビンソン（事務弁護人（陪審員五名……Ｗ・Ａ・クレエ　　　　　　　
Ａ・バーナード
　　
ジョン フレーザ
　　
Ｗ・ゴードン
　　
Ｈ・モッス
その他法廷内には、東京控訴院の木原評定官、山田検事、岡村横浜始審裁判所長らのほか、内外の新聞記者、代言人、法学士など、百余名の傍
聴人がいた
（（
（
。
裁判は開廷してわずか二日間の審理をへて結審した。翌十二月八日の午後四時
―
裁判長は陪審員の決議をふまえ、 「イギリス刑法典」 （
B
ritish
P
enalC
ode （の一二〇条にある、怠慢による殺人罪（
m
anslaughterbym
isadvertence （
（（
（
が被告人ドレークに適用され、禁固三か月の刑を言いわた
した。　―
本官はかような刑を言いわたすことを深く悲しむものである。が、貴殿もみずから大いに悔いるところがあるはずである。イギリスの海員
は、剛
ごう
毅き
（意志がつよく不届（であり、つねに船客および乗組員の救助に一身を犠牲することは世界によく知られている。貴殿の行為は、この剛
毅さに反するものといわざるをえな 。情状を酌量したうえ、貴殿を禁固三ヵ月に処する
（（
（
。
このとき被告弁護人ロビンソンは、陪審員の判定に異議を申したて、控訴裁判所（上海高等法院（に控訴する意があることを述べると、裁判官
はいささかも差しつかえないと答えた。
一方、遺族 ほうから民事訴訟のうごきもあったが、この判決が出たのち、訴えは取りさげられた。
（16）085
一
　
沈没地点はどこか
一応、裁判はおわり判決は出たけれど、船長以下水夫らの意見はまちまちであり、船の沈没地点をはっきり言い切ることはできなかった。各紙
の報道によると、ノルマントン号が沈んだのは
―
一
　
潮しおの
岬みさき
沖
　　　　　　　　　　
一
　
勝浦沖
一
　
樫野崎灯台（紀伊大島（沖
　　
一
　
串くし
本もと
浦うら
沖
一
　
太たい
地じ
町沖
　　　　　　　　　　
一
　
紀伊大島の北東約十マイル
注・これは
H
iogo N
ew
s の記事を、
T
heJapanW
eeklyM
ails 紙（一八八六・一一・二七付（が転載したもの。
だといい、諸説が入りみだれていた。が 政府は十一月中旬に現地に調査団（黒田内務参事官ほか（を派遣して実地検証をしたところでは、やはり油が浮んでいた勝浦港の沖合い英二マイル（約三キロ（の海底が、船が沈んでいる地点と考えられた。
十一月二十一日の午前十時ごろ
―
川崎造船所の潜水夫が水中より上ってきて、
白いペンキを塗った円形の
000000000000
檣しょう
頭とう
（
帆柱の先
0000
（
のようなものを
見たと語った。そこ ここに浮
ブ
標イ
をのこし、午後三時ふたたび他の潜水夫をもぐらせたが、晩にちかく何も発見できなかった。翌二十二日の朝も
潜水夫をもぐらせたが浮標の綱が途中で切れてしまい何ら効を奏しなかった。
ノルマントン号が沈んでいると考えられる海のふかさは、四〇から五〇ひろ（約
73から
90メートル（あった。当時の潜水器は二〇ひろ（約
36メ
ートル（が限度であったから、それよりさらに深いところに達す ことはむず しかった（ 「英船ノルマントン号沈没実況探聞」 『毎日新聞』号外（明治
19・
11・
29付（
。おまけに海底はくらく、船体の有無をたしかめることはできなかった。
また
海あ
女ま
を海に入れたり、漁師を二人ばかり裸体入水させたりしたが、一人は一二ひろ（約
22メートル
（、もう一人は一五ひろ（約
27メート
ル（までしかもぐれなかった。さらに船尾につけた縄に小さい錨をつけて、海底を縦横に曳いたが、何もひっかからなかった。また諸所の暗礁なども調べたが、何の手がかりも得られなか で
―
十一月二十四日の夜
―
政府は勝浦ののろし山の上に、ノルマントン号の沈没地点をしるした長さ一丈（約三メートル（ほどの木標を建てた。
（おもて（
　
距サル
本ホン
標ヘウ
東とう
微び
南二分一
　
南一海里八五
　
汽船諾
ノル
曼マン
頓トン
号沈
ちん
没ぼつ
之の
所ところ
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勝浦沖でのノルマントン号捜索の図
『英国汽船　諾曼頓号裁判録』（明治20・11）より。
熊野灘
ノルマントン号の推定沈没地点
のろし山
寺島 別名 山成島
ノルマントン号の推定進入路
中島
湯川村
勝浦
暗礁
太地浦
至　潮岬
北
ノルマントン号が沈没した勝浦周辺の地図
（18）083
（うら（
　
明治十九年十一月二十四日
　
推すい
測そく
原げん
標ひょう
　

注・ 『
英国汽船
　
諾曼頓号裁判録』奎章閣書房、明治
20・
11より。
海底に沈んだノルマントン号は、発見されずにおわったが、男の変死体がひとつ引き揚げられている。それは東
ひがし
牟む
婁ろ
郡宇
う
久ぐ
井い
村（和歌山県南東
部―
勝浦の北東部（の沖合いで、漁師三名の綱にひっかかった死骸であった。いったん仮埋葬された死体を、二十四日に埋りおこし、再検分し
た。
年齢は三十歳ぐらい。頭あたま
は散髪体。
右足に脚
きゃ
絆はん
（すねに巻きつけた布（が巻いてある。
左の肩から背にかけて文
ぶん
身しん
（いれずみ（がある。桜の花の下に、二人の女性を画いたものである。
死後十日以上も経っているので、皮膚は淡黒色。左足の関節 上部は、腐敗がすすみ 骨を露わしていた。
しかし、この死骸は、ノルマントン号のでき死者のものかどうか明らかでなかった。またこの謎の死体とはべつに、ノルマ トン号が沈没した翌二十五日の午前六時ごろ、樫野崎灯台の職員によ て、同船 ものと思われる漂流
中の救命ボートが発見されている
（（
（
。
この沈没事件が世間に知られ、神戸における海難審判において、船長以下の乗組員らに無罪の判決がくだるや、国内 いて憤りと怨嗟の声が
いっきに高まった。船長の弁明、各乗組員の証言と事件との整合性がうたがわれ、めいめい責任を回避しているように受けとられた。各紙（東京
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の五大新聞（の論調は、犠牲者に同情的であり、義捐金をつのったところ、たちまち全国からあつまった。
国民やマスコミの怒りは、ドレーク船長の所業にむけられ、西洋人の日本人にたいする人間観（軽視、侮蔑、差別（そのものが問われた。たと
えば『時事新報』 （明治
19・
11・６付（は、つぎのような点を糾弾した。
難破船の甲板上にいたという日本人が、救助ボートに乗り移らず、船とともに沈んだとは道理にはずれている。
注・ 「ノルマントン号の船客」 『時事新報』 （明治
19・
11・
13付（所収によると、沈没のとき、日本人船客二十三
ママ
は、甲板のうえに集っていたという。
難破船のばあい、さいご 退船する者は船長である、というのが世界の通法である。外国船は日本沿岸において旅客をのせているが、日本人を貨物とみなし、船倉に積み入れ、その扱い 乱暴無情である。
また『郵便報知新聞』 （明治
19・
11・
11付（の「投書」欄に、つぎのような記事がみられる。
船長は日本人を乗客とみなさず、一種の荷物として取りあつかったにすぎない。周施（あっ施（屋は、外国の貨物船と交渉し、甲板上を一坪何円 で買いとり 荷物の資格で旅客を積み入れる。船主は旅客に飲食物をあたえない。旅客は、こもつづみと牛豚と 間にあ 、一種の して取りあつかわれる。
『毎日新聞』の「投書
―
英船ノルマントン号溺死人の死骸
　
横浜
T
.W
. 」には、つぎのようにある。
ある英人の説には、外国の貨物 乗り込むときは、これまで 人や中国人は犬や豚 ようにみられ、かれらが甲板 うえ 歩きまわ ことをきら
い、多くは荷物ある室
へや
に入れ、往々にして表より錠をかけることがある。
こん回の乗客もこ ような扱いをうけ、ついに離船できず、みな水死したものと考えられる。
（20）081
むすび「死し
人にん
に
口くち
なし」ということわざがあるが、このことばは死んだ人間は何
も語らず弁明もしないとか、死者を証人にたてることはできない、といった意である。英語で何というのか調べたら、
D
eadm
entellnotales と英和辞
典にあった。
日本人乗客は、一人も救助されず、事件の真相もやみに消えてしまった。
が、ノルマントン号が横浜を出帆し、紀州沖で沈没するまでの航跡
00
から、い
ろいろな推測が可能である。
十月二十三日の午後三時から六時半のあいだに、ノルマントン号は横浜を
出帆した。船長は六時半に船出し と神戸で証言 て る。横浜を出航した同船は、東京湾から三浦半島沖をへて相模灘に入った。翌二十四日の午前六時四十分ごろ、船は御
お
前まえ
崎ざき
（静岡県中南部にある岬
―
先端に明治七年（一
八七四（初点の灯台がある。沖合約三キロに岩礁・浅礁がある（の灯台 ら、十四マイル 約三〇キロ（沖を航行していた。船の速力および針路は
九ノット半……時速約一八キロ西南西…………西と南西との中間の方角
であった（船長の証言（
。
船はやがて遠州灘（静岡県 部
（
をへて、紀州大島（和歌山県南部
―
潮しおの
岬みさき
の東方、石英ハン岩からなるはなれ島（の沖合
―
三十マイル（約六
〇キロ（ ところに達した。夜になると、天気がいっそう悪化し 暴風雨となった。暗黒 やみ夜のなか、ノルマントン号は灯台の光をもとめて陸に接
ノルマントン号
が暗礁に激突
したところ
串本（船長ら
14 名が漂着し
た所）
至　神戸
太平洋
潮岬
須江浦（ノルマントン号の乗組員 22 名
が漂着した所）
ノルマントン号
の推定進路
串本
樫野 進路
紀伊大島
熊野灘
ノルマント
ン号の推定
沈没地点
串本の役場で
通訳をした武
田圓吉が住む
町
田辺
のろし山
勝浦
南紀におけるノルマントン号関連地図
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検証　ノルマントン号事件
近しつつあった。
船長は第二帆をおろし、汽力をゆるめるよう命じた。マストの上にいた船員が、 「陸地、前方にあり」と叫んだのはこのときである。船の第二
帆がおろされたとたん、船底は岩礁にあたり、船はそのまゝ岩のうえを通過した。
ここで問題になるのは、船はいつどこで暗礁と激突し、船底に穴をあけたのかということである。岩礁と衝突したのは、午後七時半から八時のあいだか。ぶつかった所は、紀伊大島の東海岸の沖か
―
潮岬の灯台の沖合いであろう。潮岬の付
近は、大小の岩礁がひじょうに多く散在している
（（
（
。
船員が、 「
陸ランド
地
」といったものは、おそらく紀伊大島の沖合い、二、三マイル（約四、五キロ
（
のところにある暗礁ではなかったか。マストの
上にいた見張り人は、 「
白ブレイカ
波
」 （
breaker （
を見ている（
T
heJapanG
azette 紙、一八八六・一一・八付
（。このとき船長は船を回転させ、
船首を北
0000
にむけた
0000
という。ということは、船は侵水をつづけながら紀伊水道のほうにむかわず、熊野灘（紀伊半島南端
―
潮岬から志摩半島にいたる海
域（ かったということである。紀伊大島からノルマントン号が沈んだと考えられる勝浦沖までの距離は約二十キロ、九ノット半ぐらいの速度の船であれば、一時間ほどで行けるはずである。
ノルマントン号は、一八八二年製の新造船 あったが 船長は沿海航行の経験にとぼしく、それまでに横浜と神戸間 航 を三往復しかしてい
なかった。日本沿岸の航海 不慣れな船が、おまけに水
パイロット
先案内人をのせていなかった。しかし、マスト（中標帆（のうえには、見張り人をおいて
いた。おそらく船長は、悪天候のためにその針路をあやまり
0000000
、暗礁に激突して、船底に穴をあけたものであろう。
機チーフ・エンヂニア
関士長
Ｊ・Ａ・ベルの証言によると、衝突の五分まえまで
000000000
、ノルマントン号は、
　　
半速度（ハーフスピード（
　　
低速度（スロースピード（
　　
高速度（フル ピ ド（
と、いろいろ速度をかえたが、熊野灘に突入したとき、九ノット半 スピード った（
T
he Japan G
azette, 一八八六・一一・一〇付（
。
神戸における海事審判において、判事は事件当夜、ノルマントン号は 紀伊大島の灯台 あかりが霧のため見えず、また潮流のせいで本来のコ
ースをそれた、と考えた。いずれにせよ暗礁にあたった衝撃が船体に伝ったとき 船長も乗組員もそのショックであわてふためいたと想像される。
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パニックのせいで船長は、正気をうしない、じぶん自身と乗組員を制御できなくなったものであろう。幕府の留学生をのせたオランダの帆船が、南洋で座礁沈没し、助かったケースがつぎに述べる話 る。文久二年十月四日（一八六二・一一・二五
（―
オランダにむかう幕生十五名をのせたスクナー型帆船カリップス号（乗組員十二名の小さな
船
（
は、この日ボルネオとスマトラとの間にあるガスパル海峡において、二度も暗礁に「ドシン」と突き当り、うごかなくなった。 「そら暗礁
だ」ということで、船長以下が周章狼狽したのは、このときであった。船体は干満とともにしだいに傾き、十八
00
、九度
00
になった。
船長ポールマンは、満潮を待って暗礁から 体を脱出させようとしたが、徒労におわった。このと 船長は、日本人にむかい、もはや万策つき、
ほどこすすべがない。このうえは皆さんの安全を計るため 近くの島に上陸してもらいたい いった。幸 海峡の中央にリアート島という小島があり、そ に上陸して救助の船をまった。
島の酋長のはからいで、救出のオランダ船が来、けっきょく幕生らは全員救助されるのだが、船長と水夫三名は、日本人のめんどうをさいごま
でみず、置きざりにし、ビリトン島（南領ボルネオに属する（のほうに逃げていったということである（ 「ガスパル海峡の遭難」 『赤松則良半生談　
幕末オランダ留学生の記録』所収、平凡社 昭和
53・７（
。
船長の概念とは。船長の権利・義務とはなにか。ドイツの海商法によると、水上 航行する構造物が船舶とすれば その船舶を指揮し、船主の
代理人として法的の権限を有する者を船長という
（（
（
。このような定義をさらに敷
ふ
衍えん
すれば、船長は積荷ばかりか、水夫ならび船客にたいして、ほと
んど無制限の支配権をもつばかりか、一定の保護責任を負うも であろう
一方、船客の権利義務とはなにか。イギリス 海商法によると、
―
船客は船長より、保護および懇切なる待遇を受けるべき権利を有している
ということである。 （
P
assengersonboardashipareentitledtoprotection,andtokindandconsideratetreatm
entonthepartofthem
aster ―
M
audeandP
ollock による縮約本
A
 H
and book on the law
 of m
erchant shipping.
（（
（
H
enryS
w
eet,3,C
hancerylane,L
ondon,1866, 一一五頁（
。
さらに旅客は船内において、食物をのぞき、居所と水とをあたえられることになっていた（樋貝詮三著『海の慣習法』良書普及会 昭和
18・９、
一九六頁（
。
またドイツやフランスの海商法によると、船長に 〝在 の義務〟がある う。船長 荷の積み入れ、旅客が船に乗り込んだときから、荷物
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の陸揚げ、旅客が上陸するまで、その指揮する船舶を去ることはできないのである。以上の考え方からすれば、ドレーク船長がとった行為は、人道に反するばかりか、海商法にも違反するものであった。
いずれにせよ、日本人乗客二十五名はすべて溺死している以上、生き残った外国人（船長ほか乗組員（の証言を信じるしかないのである。しか
し、かれらのことばにしてもすべて真実を語っているとは思えない。罪や責任逃れから、問いつめられたとき、つごうのよいことだけを陳述したとも考えら る。ばら らの証言がふえると、はなしは一貫性を欠き、とうぜん矛盾も生じる。
おわりに、この事件はつぎのように統括できる。
ノルマントン号が暗礁と激突したところ……潮岬か紀伊大島の沖合い、二、三マイル（約三、四キロ（の地点。沈没地点…………………………………………勝浦の沖合い二マイル（約三キロ（
。
日本人乗客がさいごにいたところ 一部は船倉、また一部は波に打たれながら甲板上にいた。
ノルマントン号の遭難者二十五名の氏名・住所・年齢は、左記のとおりである。
＊中山キン
　　
横浜
　　
36歳
　　　　
竹内福松
　　　
東京
　　
23歳
　
野木俊助
　　
兵庫
　　
21歳
　　
山崎百次郎
　　
高知
　　
30歳
　
宮城忠七
　　
横浜
　　
62歳
　　
三浦源蔵
　　　
山口
　　
64歳
　
高城保十郎
　
和歌山
　
55歳
　　
戸田仙次郎
　　
兵庫
　　
26歳
＊井口カシ
　　
東京
　　
18歳
　　
三重野幸太郎
　
大分
　　
30歳
＊谷山コノ
　　
鹿児島
　
67歳
　　
園田利全
　　　
鹿児島
　
25歳
　
中村政吉
　　
兵庫
　　
33歳
　　
八谷種次郎
　　
佐賀
　　
29歳
　
西田文蔵
　　
東京
　　
20歳
　　
嘉来季橘
　　　
大坂
　　
28歳
　
山口清一
　　
熊本
　　
55歳
　　
＊同苗キタ
　　
熊本
　　
49歳
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同苗定造
　　
熊本
　　
11歳
　　　　
中村錦太郎
　　
東京
　　
17歳
　
株本広太郎
　
兵庫
　　
20歳
　　
谷川徳松
　　　
東京
　　
20歳
　
塚脇佐次郎
　
広島
　　
30歳
　　
相良直孝
　　
東京
　　
47歳
　
山口勇吉
　　
京都
　　
44歳
以上二十五名。＊は女性。
注・ 「ノルマントン号乗船日本人名簿送達ノ件
　
附属書
　
乗船名簿」 （明治
19・
11・８（沖神奈川県知事ヨリ井上外務大臣宛。
またノルマントン号の乗組員三十九名ちゅう、危難をまぬがれた者は三十六名であり、死亡したものは三名だけである。おおかたの日本人の見方によると、この事件の近因は西洋人による東洋人蔑視によるものであり、乗客は遺棄
―
置きざりにされたと考えられ
た。そのため世論は一時沸騰し、事態の収束があやぶまれるほどであった。が、事件から一ヵ月ほどすると、世論も沈静化にむかうようになった。
とくに世論の喚起とその誘導に果した主要邦字新聞の影響力 大きかった。十一月中旬以降になると、各紙の論調に変化がみられるようになっ
た。なぜか れは英公使プランケットより日本側に抗議があったからである。―
「新聞紙条例」 （明治８・６・
28発布。反政府的論調を取り締った
（
をもって言論界を取締る責任のある政府が、今回のような排外主義のさ
わぎを黙認していると抗議した。あまつさえ世論をあおったのは日本政府である、と非公式に圧力をかけた（根本敬彦「ノルマントン号事件の社会的影響」 『近代日本史の研究Ⅴ』所収、北樹出版、昭和
61・
12（。
折から日本政府は条約改正交渉のさな にあり、英公使の意をうけて、主要邦字紙に関連記事の論調を穏便なものに改め よう回状を出した。
するとたちまち効果が現われた。政府は新聞界だけに圧力をかけたわけではない。ノルマントン号事件の演劇興行についても、あまりにも惨酷な状態を演じ、人心を動揺、激昂させるのはよろ くない、との理由で不許可とした（外務大臣秘書官・大山綱介より警保局長・清浦奎吾宛書簡―
明治
19・
11・
22付（
。
日本政府は、ノルマントン号事件を機に、反英的な国民感情が高揚したことによって、条約改正交渉を優利にしようとしたが、逆に相手からね
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じ込まれ、世論を誘導せざるをえなくなった。この沈没事件のさわぎが一応おさまるのは、十二月八日横浜公判廷において、ドレーク船長にたいする判決がくだってからである。
日本の地方はどこに行ってもおなじだが、かならずしも交通の便がよいとはいえない。電車があっても、多くは単線であり、一つの軌道を上下
列車が共用している。電車やバスの便があるところはまだよい方である。
ノルマントン号の日本人乗客は、船中の不便を忍いでまでも、交通手段として船を利用せざるをえなかった。南紀よりＪＲ紀
き
勢せい
本線（きのくに線（の電車にのり北上すると、左側にみえるのは樹木の山、右手には灰青色の海とところどころに大小の奇岩
をみる。ノルマントン号事件との関連で重要な町といえば、田辺・串本（潮岬、紀伊大島（
・勝浦などである。
熊野灘（紀伊半島南端の潮岬から三重県志摩半島南端の大王崎にいたる海域（は、開国後、外国船の往来がひんぱんになると、危険な海域とみ
られ、 〝魔の海〟と呼ばれ恐れられた。とくに潮岬から紀伊大島にかけて、潮の流れが早かった。おまけに暗礁 多いことでも知られていた。
やがて電車は紀勢本線の那智勝浦駅に着いた。目ざす 狼
のろ
煙しろ
山やま
にあるという「遭難碑」である。港からフェリーボートにのり、対岸の「ホテル
浦島」に着くと、建物 なかを通って山にむかうのだが、碑（高さ三メートル位のもの（は山の中にひ そりと建っていた。これは遭難から約五
〇年後の昭和十年（一九三五（四月十八日に、八谷種次郎（佐賀県蓮池町四十六番地、当時二十九歳（の遺子・高北良千代 別府市（が、建立したものである。つぎのような碑文（政府が建てた木標の文とほぼおなじ（が刻まれている。
紀伊大島付近の海。遠くに「橋杭岩」をみる。
（26）075
????????
?
?????
?
???????
?
???
?
?????
?? ?
勝浦の狼煙山にある「ノルマントン号沈
没の碑」。
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なお、政府が建てた木標は発見できなかった。おそらくもう朽ちてないであろう。……注（１（
『内外新報』 （明治
19・
10・
30付（
（２
「ノルマントン号乗組員の審問筆記」 『朝野新聞』 （明治
19・
11・
23付（所収。
（３
『毎日新聞』 （明治
19・
11・
19付（
（４ 根本敬彦「ノルマントン号事件の社会的影響」 『近代日本史の研究
　
Ⅴ』所収、北樹出版、昭和
61・
12（、一七四頁。
（５
『時事新報』 （明治
19・
11・
20付（
（６
太田貫一校正山川一声編輯
『
英船ノルマントン号沈没事件
　　　　
　
審判始末』 （船井弘文堂梓、明治
19・
12・
17（、一頁。本書は法政大学の「現法研」が架蔵している、貴重本。
（７
この学校は、明治十八年（一八八五
（
五月、田辺小学校のなかに設置された。武田圓吉はそこの英語教師であった。のち政界に進出したとき、教師
をやめた。が、家塾をひらいて子弟に英語をおしえた。
　　　
注・ 『
和歌山県
　
田辺町誌』昭和５・８および『田辺要史
　
下篇』大正
12・２を参照。
（８（注（６ の三五～四二頁を参照。（９
T
he Japan W
eekly M
ail （一八八六・一一・二七付（
。保釈金の話は、 『神戸日々新聞』の記事を転載したものである。
（
10（蘆田東一「明治一九年・英国汽船ノルマントン号裁判」 『法学ジャーナル』 （第六三号、平７・９、関西大学（所収、六頁。
（
11（
T
he Japan W
eekly M
ail （一八八六・一一・二七付
（
によると、法廷弁護人ラウダーは、ドレーク船長の罪は、怠慢による殺人罪にあたると主張した
という。これは『神戸日々新聞』の記事を転載したものである。
（
12（曾我
　
播編輯『
英国汽船
　
諾曼頓号裁判録』奎章閣書房、明治
20・
11（、一五三頁。
（
13（
戸田清子「明治前期における条約改正と
新（おもに 『神戸又新日報』
（
聞報道
―
ノルマントン号事件報道を中心に」 『研究季報』 （創立
50周年記念号、第一四巻二・三号所収。
平成
15・
12（
（
14（『日本名所風俗図会
　
12　
近畿の巻
　
Ⅱ』 （角川書店、昭和
60・８（
、六九八頁。
（
15（田中誠二著『海商法提要』 （有斐閣、大正
15・
10（、一二四頁。
（28）073
（
16（この縮約本は、邦訳がある。
　　　
法学士
　
山田善之助訳述『英国商船法
　
全』 （東京書肆
　
九春堂蔵版
　
明治
18・
11（。本書は早稲田大学中央図書館が架蔵している。貴重本。
おもなる参考文献『郵便報知新聞』 （明治
19・
11・
11～
12・
17（
　　　　　　　　　
注・不二出版
　
復刻（平成
18・
12（
『朝野新聞』
　（明治
19・
11・
21～
11・
26（
　　　　
注・ぺりかん社
　
復刻（昭和
58・５（
『毎日新聞』 （明治
19・
11・６～
12・
17（
　　　　
注・不二出版
　
復刻（平成５～平成
11（
『時事新報』 （明治
19・
11・２～
12・
14（
　　　　
注・龍渓書舎
　
復刻（昭和
61・４（
T
he Japan W
eekly M
ail （一八八六・一〇・一六～一二・二五（
　　　　
注・
E
ditionS
ynapse　
復刻（平成
20・９（
T
he Japan G
azette （一八八六・一〇・一三～一二・一三（
川合彦充「ノルマントン号事件」 『日本古書通信』 （昭和
33・２・
15付（
。これは小記事ながら、書誌的に貴重なもの。
『
新聞集成
　
明治編年史
　
第六巻』 （財政経済学会、昭和
10・
10（。本書はノルマントン号の関連記事を収録している（三五〇～三六五頁（
。
外務省編纂『日本外交文書
　
第一九巻』 （日本国際連合協会、昭和
27・３（
「第六節
　
ノルマントン号事件」 『世外井上公伝
　
３』所収、 （原書房、昭和
43・３（
、七三一～七四〇頁。
田中誠二著『海商法提要』 （有斐閣、大正
15・
10（
根本敬彦「ノルマントン号事件の社会的影響」 『近代日本史の研究
　
Ⅴ』所収、北樹出版、昭和
61・
12。
蘆田東一「明治一九年・英国汽船ノルマント 号裁判」 『法学ジャーナル』第六三号、関西大学、平成７・９（戸田清子「明治前期における条約改正と新
（おもに 『神戸又新日報』
（
聞報道
―
ノルマントン号事件報道を中心に」 『研究季報』第
14巻、二・三号所収、奈良県立大学、平成
15・
12（
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検証　ノルマントン号事件
青山孫一郎編輯『紀
き
伊い
の海
うみ
底そこ
の糸
いと
屑くず
　
一いち
名めい
　
ノルマントン号遭難実記』 （良明堂、信文堂、明治
19・
11（
曾我
　
播編輯『
英国汽船
　
諾曼頓号裁判録』 （奎章閣書房、明治
20・
11（
『
英船
　
ノルマントン号沈没始末
　
初編』 （学泉社、明治
19・
12（
山川一声編輯『
英船ノルマントン号沈没事件
　　　　
　
審判始末 船井弘文堂梓、明治
19・
12（
『英国汽船ノルマントン号奇聞
　
紀州怪談
　
幽霊噂の高潮』開成堂、明治
19・
12（
［史料］『
自
　
明治十八
至
　 　
廿一
　
困難船及
および
漂民救助雑件
　　　
英国之部
　　　
　
第八巻』 （外務省外交史料館蔵（
　　　　　　
注・これはノルマントル号事件を中心とする和文と英文の書類つづり。一部は原文書を活字化し、 『日本外交文書
　
第九〇巻』に収録した。
『公文類聚第十編
　
明治十九年　　　　　
　
巻之四十』 （国立公文書館蔵（
　　　　
注・これは和文の書類つづり。
